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２． 背景 

◇人口減少および少子高齢化 

３． 見直しの必要性 

４．見直しの考え方 

◇対象 

◇都市公園事業費 

●平成52年には平成22年より163万人、18％の人口減 
●高齢者は1.4倍に増え、 年少者は約6割に落ち込む予測 

大阪府域の都市公園事業費推移 

◇災害リスクの高まり 

◇都市環境の悪化 

点線内：優先対策地域 
（赤：地表面温度 
 33℃以上） 

（出典：大阪府ヒートアイランド対策推進計画） 

大阪府ヒートアイランド対策推進計画による優先対策地域 

●府域の気温は100年間に2.1℃上昇 
●生物多様性の急速な低下 
●平成19年までの40年間で山林・原野等12％、 
 農地47%減少 

１．市町村公園の現状 

◇整備状況 
大阪府域における都市計画公園・緑地の状況 
                 （平成23年3月末時点）   ※府営公園・国営公園除く 

未着手区域における都市計画決定経過年数の状況 
       （平成22年3月末時点） ※府営公園・国営公園除く 

◇今後の事業見込み 

●大阪府域におけるすべての都市計画公園・緑地約3,812haのうち、 
  約3割にあたる1,201haが未着手（平成23年3月末時点） 

●未着手面積のうち、都市計画決定後30年以上経過しているもの 
   は94％を占める 
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事業中面積 
未着手面積 

【単位：ha】 

計画面積 
合計

5942.3ha 

●未着手公園・緑地のうち約70％、未完成公園・緑地のうち 
  約57％が事業見込みなし 
●未着手公園・緑地について、今後10年以内に着手できる 
   ものはわずか4％で、今後とも建築制限が長期化する状況 

公共空間、民有地などの様々な戦略により 
府民実感のあるみどり施策を実施 

北部・東部・南部大阪都市計画区域マスタープラン（平成23年3月） 

 

道路等を軸とした 

みどりの風 
空間の創出 

 

：重点的に施策に取り組むエリア 

主要道路等 

森林、樹林地、農地等の保全、施設緑
地、都市緑化などにより府域面積の4割の
緑地を確保 

◇建築制限に係る課題 
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長期の都市計画制限に係る訴訟提起(平成17年 盛岡事件 最高裁 補足意見） 

【単位：㎡/人】 
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◇上位計画 

みどりの大阪推進計画(平成21年12月） 

◇緑の基本計画 

 

 

 

◇課題と方向性 

◇経過年数 

◇見直し及び都市公園に関する法改正等 
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５．住区基幹公園等の評価の進め方 

◇見直しの流れ（フロー） 

６．都市基幹公園等の評価の進め方 

◇必要性の評価（未完成公園のカルテ例） 

 

 

 

 

 

 

  

  

７． 運用について 

◇評価の考え方の相違点 
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◇評価の要素 

◎必要性評価（機能別） ◎代替機能評価 

◎実現性評価 
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※１  評価の際、誘致圏域は行政界にとらわれないものとする 

※２ 各市町村が独自に定めている緑に関する地域の将来目 

    標に対する評価 

※１ 都市計画法第59条の規定により、都市計画事業として    
      整備を行う区域として認可を受けた区域 

※２ 求められる機能に応じて地形地物等により分かれてい 

       る一団のブロックを対象 

※３ 各市町村が独自に定めている緑に関する地域の将来 

       目標に対する評価 


